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新市場区分「スタンダード市場」選択に関する取締役会決議のお知らせ 

 

当社は、2021年10月29日開催の取締役会において、2022年4月4日に予定されている新

たな市場区分への移行に際して、「スタンダード市場」を選択することを決議いたしま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

当社は、2021年7月9日付で株式会社東京証券取引所より、2021年6月30日を移行基準

日とした「新市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定結果につい

て」を受領し、「スタンダード市場」の上場維持基準に適合していること、及び「プラ

イム市場」の上場維持基準には流通株式時価総額の項目で基準を充たしていないことを

確認いたしました。 

 

この結果に基づき、当社といたしましては、さまざまな観点より検討を進めてまいり

ましたが、下記（１）～（３）の事由により、本日開催の取締役会において、新市場区

分「スタンダード市場」を選択することを決議いたしました。 

（１）いずれの証券市場を選択しても、「（事業における）市場対応力のある企業とし

て成長を続け企業価値・株主価値を高めていく」、「透明性の高いガバナンスを

実現し環境や社会へ貢献する」という当社の基本方針は、変わるものではない。 

（２）当社のこれまでの業績、株価、ＰＢＲ、ＰＥＲの推移等より、「流通株式時価総

額100億円以上」という数値は、将来的には安定して充たせるよう目指していく

べきものと考えるが、「プライム市場」を選択した場合の経過措置の期間は、現

時点では未定とのことである。業績向上、事業規模拡大、株主還元等の各施策

や、成長戦略、環境対応、ガバナンス等の各開示は、短期的視点だけではなく、

中長期的視点で内実を伴ったものにしていくべきである。 

（３）当社としては、現在の状況を一度受け入れた上で、今後着実に改善・改革を推進

しその成果を積み上げていくことが、持続的かつ安定的な会社の発展・成長の基

礎となり、中長期的な企業価値・株主価値の向上に繋がるものと判断した。 

 

当社は、今後、株式会社東京証券取引所の定める申請スケジュールに従い、所定の手

続きを進めてまいります。株主及びステークホルダーの皆様におかれましては、今後と

も一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

以 上 


